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〇：目標を達成したもの、△：概ね達成したもの・複数ある目標のうち一部を達成したもの、×：目標を達成できなかったもの

事業名
事業の
区分

（注１）
区域名 事業の

実施主体 事業の目標 事業の達成状況
目標
達成
状況

備考
R2
担当課

R3
担当課

1
三重県介護サービス施
設・設備整備推進事業
費

③
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪地
域・伊勢志摩地域・東紀州地
域

三重県

以下の施設等の整備及び開設準備経費
の支援を行う。
・介護老人福祉施設（定員３０人以上）
　２４６床(四日市市、名張市、松阪市）
・地域密着型介護老人福祉施設併設
ショートステイ
　１施設（亀山市）
・認知症高齢者グループホーム
　４施設（四日市市、名張市）
・看護小規模多機能型居宅介護事業所
  １施設（桑名市）
・小規模多機能型居宅介護事業所
　２施設（四日市市、名張市）
・定期巡回・随時対応型訪問介護・看護
事業所
　１施設（伊賀市）
・既存特養多床室のプライバシー保護
　３施設（伊勢市、名張市）

以下の施設等の整備及び開設準備経費の支援を
行った。
・介護老人福祉施設（定員３０人以上）
　２４６床(四日市市、名張市、松阪市）
・地域密着型介護老人福祉施設併設ショートステイ
　０施設（亀山市）…事業者からの取下げ
・認知症高齢者グループホーム
　３施設（四日市市、名張市）…1施設翌年度繰越
・看護小規模多機能型居宅介護事業所
  １施設（桑名市）
・小規模多機能型居宅介護事業所
　０施設（四日市市、名張市）…翌年度繰越
・定期巡回・随時対応型訪問介護・看護事業所
　１施設（伊賀市）
・既存特養多床室のプライバシー保護
　３施設（伊勢市、名張市）

△
選定会議等により確実に整備
できる施設等の把握に努める
よう、市町に周知する。

長寿介護
課

長寿介護
課

1 介護人材確保対策連
携強化事業 ⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪地
域・伊勢志摩地域・東紀州地
域

三重県
介護人材確保対策連携強化のための協
議会を4回程度開催する。

令和2年度は、介護従事者の確保・定着に関する取組
を検討する協議会を3回開催した。 △

コロナの影響による開催時期
の遅れもあり、達成されな
かったが、3年度は4回開催予
定である。

医療介護
人材課

医療介護
人材課

2 福祉・介護の魅力発信
事業 ⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪地
域・伊勢志摩地域・東紀州地
域

三重県
県内の小学校・中学校・高等学校への訪
問40校程度、セミナーの開催30回（2000
名受講）程度実施する。

県内の小学校・中学校・高等学校52校へ訪問し、セミ
ナーの開催15回、316人が受講した。 △

開催回数、受講人数が達成
できなかった。各学校への事
業PRをより一層取り組んでい
く。

医療介護
人材課

医療介護
人材課

3 介護職員初任者研修
資格取得支援事業 ⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪地
域・伊勢志摩地域・東紀州地
域

三重県

介護職員初任者研修等を4回開催し、受
講者を１４０名とする。
研修参加者のうち就職者数１00名とす
る。

研修を4回開催し、92人が受講した。また、34名が就
職へつながった。 ×

受講希望者が落ち込んでお
り、目標達成はならなかった。
研修内容や実施方法を精査
していく。

医療介護
人材課

医療介護
人材課

4 介護技術コンテスト ⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪地
域・伊勢志摩地域・東紀州地
域

県内の職能
団体

3ブロック×20＝60名程度の参加者とす
る。
各会場の集客は各100名とする。

新型コロナウイルス感染症感染防止対策のため開催
方法を変更した。Ｗｅｂ開催１回であり、100名が参加
した。

○ 長寿介護
課

長寿介護
課

5 地域住民への介護に係
る基礎的研修 ⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪地
域・伊勢志摩地域・東紀州地
域

県内の事業
者団体

全県下を対象とする研修会を開催し、参
加者を３００名とする。

コロナ禍により、多くの人が一か所に集まる研修から
オンライン配信による研修に変更したが、県外講師の
講演動画撮影が緊急事態宣言下で実施できず、事業
を廃止した。

× 事業廃止 長寿介護
課

長寿介護
課

令和２年度に実施した三重県計画事業の目標達成状況一覧表（介護分）



事業名
事業の
区分

（注１）
区域名 事業の

実施主体 事業の目標 事業の達成状況
目標
達成
状況

備考
R2
担当課

R3
担当課

6 小規模介護事業所の
理解促進事業 ⑤ 鈴亀地域・津地域・松阪地域

県内の事業
者団体

専用ホームページへの案内チラシを配布
（津市内市立中学校20校、公立高校20
校、グループホーム20か所）

バーチャル職場体験案内先
介護専門学校、短大　8校、津市内私立中学校 20校
公立高校20校、障害者グループホーム 20施設

○ 長寿介護
課

長寿介護
課

7

地域住民や学校の生
徒に対する介護や介護
の仕事の理解促進事
業

⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪地
域・伊勢志摩地域・東紀州地
域

県内の養成
施設、職能団
体、介護事業
所、事業者団
体等

イベント・セミナー等を16回開催し、参加
者を300名とする。 令和2年度は、イベント・セミナーを10回実施した。 ×

目標を達成できなかったが、
コロナ禍での実施方法を見直
しながら実施する。

医療介護
人材課

医療介護
人材課

8 成年後見制度理解促
進事業 ⑤ 桑員地域 県内の市町

制度への理解を深めるための市民向けシ
ンポジウムを開催する（150名参加・1回開
催）

シンポジウムの開催(WEB開催）1回 ○ 長寿介護
課

長寿介護
課

9 ボランティア発掘育成
支援事業 ⑤ 松阪地域

県内の事業
者団体

研修を4回実施し、参加者を計20名、うち
登録者数を10名とする。

研修を２回実施　参加者５名
ボランティア登録案内１回実施　参加者１５名
ボラティア登録人数　４名

△
コロナの影響により受講者が
少なかった。来年度は実施し
ない。

長寿介護
課

長寿介護
課

10
介護施設への潜在看
護師発掘研修支援事
業

⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪地
域・伊勢志摩地域・東紀州地
域

県内の事業
者団体

三重県内３会場で合計６０名の看護師を
対象とする。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、実施できな
かった。 ×

目標には届かなかったが、事
業に対するニーズがあるため
引き続き実施。

長寿介護
課

長寿介護
課

11 職場体験事業 ⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪地
域・伊勢志摩地域・東紀州地
域

三重県
職場体験日数を772日程度とし、参加者を
386名程度とする。 体験日数述べ181日、参加者84名であった。 ×

新型コロナの影響で、目標値
に達しなかった。更に意義の
ある体験となるよう見直して
いく。

医療介護
人材課

医療介護
人材課

12
住民主体の自助・互助
力を高める体操指導士
養成事業

⑤ 松阪地域・伊勢志摩地域・東
紀州地域

県内の事業
者団体

体操指導士養成研修を１回開催し、30名
を養成する。

養成研修受講者　118名
（ＬIＶE配信58名、録画配信60名の2回合計） 〇 長寿介護

課
長寿介護
課

13 介護未経験者に対する
研修支援事業 ⑤ 桑員地域・伊勢志摩地域 県内の市町

介護職員初任者研修等の受講者数を２５
名とする。

初任段階の介護職員１７名の介護職員初任者研修受
講に対して支援を行った。 × 予定より受講者数が少なかっ

た。
長寿介護
課

長寿介護
課

14 福祉・介護人材マッチン
グ支援事業 ⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪地
域・伊勢志摩地域・東紀州地
域

三重県 就職者数250名程度とする。 キャリア支援専門員の支援により介護分野に136名が
就職した。 ×

求職者数が落ち込んでおり、
目標に届かなかった。求職者
を県福祉人材センターにつな
げる仕組みを見直していく。

医療介護
人材課

医療介護
人材課

15 介護未経験者への一
体的支援事業 ⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪地
域・伊勢志摩地域・東紀州地
域

三重県

セミナーを13回程度実施し、参加者を150
名以上とする。
入門的研修を5回程度実施し、参加者を
75名程度とする。

入門的研修（Web）修了者203名 ×

コロナ禍でセミナーの希望団
体がなかったが、来年度の申
し込み依頼を行った。入門的
研修は来年度もWeb方式で実
施する。

医療介護
人材課

医療介護
人材課



事業名
事業の
区分

（注１）
区域名 事業の

実施主体 事業の目標 事業の達成状況
目標
達成
状況

備考
R2
担当課

R3
担当課

16 介護助手導入支援事
業 ⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪地
域・伊勢志摩地域・東紀州地
域

県内の介護
事業所等

１０施設にて実施し、４０名の就労につな
げる。 ７施設で１０名が就職した。 ×

目標を達成できなかったが、
各介護事業所においてより丁
寧なOJTを行うなど引き続き
介護助手として勤務するよう
に取り組んでいく。

医療介護
人材課

医療介護
人材課

17
認知症専門職育成と小
規模事業所への就労
支援・マッチング事業

⑤ 鈴亀地域
県内の事業
者団体

30～50名ほどの参加を見込み、半数以上
の就労を目標とする。 実施なし × コロナの影響により事業実施

せず。来年度は実施しない。
長寿介護
課

長寿介護
課

18 松阪市潜在専門職ト
レーニングプロジェクト ⑤ 津地域・松阪地域・伊勢志摩

地域
県内の事業
者団体

①県内２校の高校と、２校の大学へ出前
授業を実施し、参加者を７０名とする。
②研修を１回開催し、参加者を２０名とす
る。
③研修を１回開催し、参加者を７０名とす
る。
④マッチングによる就職者を１０名とす
る。

① 県内２校の高校と、１校の大学へ出前授業を実
施、参加者
１２９名
② ３講座を動画配信、３３回視聴。
③ 実施なし
④ 対面式及びオンラインの就職相談会を開催し、参
加者５名。１名就職。

△

コロナの影響で事業が実施で
きなかったものもあったが、事
業PRにより一層取組み、参加
者の確保をめざす。

医療介護
人材課

医療介護
人材課

19

介護に関する入門的研
修等の実施からマッチ
ングまでの一体的支援
事業

⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪地
域・伊勢志摩地域・東紀州地
域

県内の事業
者団体

研修を５回実施し、受講者を７５名、就職
者を約５０名とする。 研修を５回実施し、５７名が受講、７名が就職した。 ×

研修受講が就職に直接的に
繋がらなかったが、各受講者
に応じたマッチングを行ってい
く。

医療介護
人材課

医療介護
人材課

20
将来の介護サービスを
支える若者世代の参入
促進事業

⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪地
域・伊勢志摩地域・東紀州地
域

県内の養成
施設

①６会場で年２回の模擬事業を実施。
②ハンドブックを活用し、３回の研修会を
開催。
③学習支援を県内養成施設５校にて毎月
実施する。
④２会場で年２回の研修を実施。

① ５会場で進路ガイダンスを実施。
② ハンドブックを改訂し、留学生へ配付。
③ 学習支援を県内養成施設５校にて実施。
④ 留学生向け、新カリキュラム対応の実習の手引き
を作成。

△
コロナ禍で一部事業を変更し
たが、来年度も事業を見直し
ながら実施する。

医療介護
人材課

医療介護
人材課

21
外国人留学生への奨
学金支給に係る支援事
業

⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪地
域・伊勢志摩地域・東紀州地
域

県内の介護
事業所等

外国人留学生25人以上に奨学金を貸与
又は給付する。 外国人留学生41人に奨学金を貸与 〇 医療介護

人材課
医療介護
人材課

22 小規模事業所等人材
育成支援事業 ⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪地
域・伊勢志摩地域・東紀州地
域

三重県

人材の育成・定着等、専門的な助言・指
導を行うアドバイザーを20回程度派遣す
る。
介護技術の向上等に関する研修講師を
120回程度派遣する。

アドバイザーを２２事業所に、研修講師を７４回派遣し
た。 △ より事業のPRを行い、研修申

込数を増やしていく。
医療介護
人材課

医療介護
人材課

23 社会福祉研修センター
事業費補助金 ⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪地
域・伊勢志摩地域・東紀州地
域

三重県社会
福祉協議会

研修を29回開催し、受講者を1,760名とす
る。 研修が22回開催され、723名が受講した。 ×

コロナ禍で目標達成できな
かったが、事業に対するニー
ズがあるため引き続き実施。

医療介護
人材課

医療介護
人材課

24 介護サービス提供事業
者資質向上事業 ⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪地
域・伊勢志摩地域・東紀州地
域

県内の事業
者団体、職能
団体

研修を５５回開催する。 研修を26回開催した。 ×
コロナのため、研修会を開催
できなかったため、目標を達
することができなかった。

長寿介護
課

長寿介護
課



事業名
事業の
区分
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区域名 事業の

実施主体 事業の目標 事業の達成状況
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備考
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担当課
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担当課

25 喀痰吸引等指導者養
成研修事業 ⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪地
域・伊勢志摩地域・東紀州地
域

三重県

喀痰吸引等の研修（１号・２号研修）を受
ける介護職員等の指導や評価のできる指
導者の養成を100名／年とするために、指
導者養成研修を２回（50名×2回）開催す
る。
喀痰吸引等を行うことができる介護職員
の養成を110名／年とするため、３号喀痰
吸引等研修を2回（110名）開催する。

令和２年度は、指導者研修（1号・2号研修）を48名が
修了するとともに、喀痰吸引等を行うことができる介
護職員（3号研修の基本研修修了者）を39名養成し
た。

×

目標には届かなかったが、喀
痰吸引等研修に対するニー
ズはあるため、引き続き実
施。

長寿介護
課

長寿介護
課

26 介護支援専門員スー
パーバイザー派遣事業 ⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪地
域・伊勢志摩地域・東紀州地
域

県内の職能
団体等

スーパーバイザーを派遣する事業所数を
２０事業所とする。 ４事業所に派遣した。 ×

２５事業所から派遣希望が
あったものの、新型コロナウイ
ルス感染症の拡大に伴いオ
ンライン面談に変更したとこ
ろ、４事業所に留まった

長寿介護
課

長寿介護
課

27 介護職員キャリアアップ
研修支援事業 ⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪地
域・伊勢志摩地域・東紀州地
域

県内の職能
団体、養成施
設、介護事業
所等

キャリアアップ研修を20回実施し、受講者
を445名とする。
キャリアアップのための研修受講料を100
名に補助する。

キャリアアップ研修を2回実施し、120名が受講した。
キャリアアップのための研修受講料を133名に補助し
た。

×

受講者数が目標達成できな
かった。研修内容、事業PR方
法の見直しなどを行い、引き
続き実施。

医療介護
人材課

医療介護
人材課

28 チームリーダーのため
のマネジメント研修 ⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪地
域・伊勢志摩地域・東紀州地
域

県内の事業
者団体 年間12回開催予定　総参加者500名予定 ３回実施　参加者37名 ×

コロナの影響により受講者が
少なかった。来年度実施は検
討中。

長寿介護
課

長寿介護
課

29
認知症対応型ケアプラ
ン、アセスメント能力向
上推進事業

⑤ 鈴亀地域
県内の事業
者団体

ワークショップを1回実施し、30名の参加を
目標とする ３回実施　参加者18名 ×

コロナの影響により受講者が
少なかった。来年度実施は検
討中。

長寿介護
課

長寿介護
課

30
小規模介護現場で従事
する介護職員の合同介
護技術向上研修会

⑤ 鈴亀地域、津地域、松阪地域
県内の事業
者団体 配信の視聴数計100名予定 ４事業所、参加人数３５名 ×

コロナの影響により受講者が
少なかった。来年度は実施し
ない。

長寿介護
課

長寿介護
課

31
職員定着のための職場
内キャリアアップ体制構
築研修

⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪地
域・伊勢志摩地域・東紀州地
域

県内の事業
者団体

研修を２回実施し、各３０名の受講とす
る。

職場内研修体制構築研修　　コロナのため中止
ファシリテート力向上研修　受講１８名 ×

コロナのため、研修会を開催
できなかったため、目標を達
することができなかった。

長寿介護
課

長寿介護
課

32
地域での医療的ケアの
充実と病気の重症化予
防研修

⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪地
域・伊勢志摩地域・東紀州地
域

県内の職能
団体

研修回数：9地区で1１回（四日市・尾鷲年
2回）
研修受講人数：３００人

研修回数：9地区で8回
研修受講人数：520人 ○ 長寿介護

課
長寿介護
課

33
マネジメントスタンダー
ドプログラム for
kaigo(MSP-K)

⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪地
域・伊勢志摩地域・東紀州地
域

県内の事業
者団体

実施回数：１回（360分）
受講者：地域の介護管理者50名 提案者が提案を取下げたため、未実施。 - 長寿介護

課
長寿介護
課

34 介護施設、介護事業所
への出前研修事業 ⑤ 三泗地域・鈴亀地域・津地域

県内の事業
者団体 実施回数5回、参加総人数150名 未実施 × コロナの影響により事業実施

せず。来年度実施は検討中。
長寿介護
課

長寿介護
課

35 小規模事業所への出
前研修事業 ⑤ 鈴亀地域・津地域・松阪地域

県内の事業
者団体

中小規模の介護事業所30か所程度に赴
き、人材の定着を図る。

集合研修１回　参加者２１名、模擬実地指導　２事業
所 ×

コロナ禍で事業所訪問が困
難なため、集合研修と模擬実
地指導を実施。来年度は実
施しない。

長寿介護
課

長寿介護
課



事業名
事業の
区分

（注１）
区域名 事業の

実施主体 事業の目標 事業の達成状況
目標
達成
状況

備考
R2
担当課

R3
担当課

36 高齢者住まい看取り研
修 ⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪地
域・伊勢志摩地域・東紀州地
域

県内の事業
者団体

実施回数：１回（240分）
受講者：地域の介護職員50名 提案者が提案を取下げたため、未実施。 － 長寿介護

課
長寿介護
課

37 各種研修にかかる代替
要員の確保対策事業 ⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪地
域・伊勢志摩地域・東紀州地
域

県内の介護
事業所等

代替要員確保による研修受講人数を50
名とする。 研修受講人数は18名であった。 ×

事業の周知期間の見直しを
するなどし、事業の活用を進
める。

医療介護
人材課

医療介護
人材課

38 潜在的有資格者等再
就業促進事業 ⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪地
域・伊勢志摩地域・東紀州地
域

三重県

研修を5回開催し、受講者を50名以上とす
る。
研修参加者のうち就職者数１0名以上とす
る。

Web研修及び会場研修を開催し、53人が受講した。ま
た、4名が就職へつながった。就職へつながった。 ×

受講者に対する就職支援を
十分に行い、就職へ繋がるよ
うにする。

医療介護
人材課

医療介護
人材課

39
認知症ケアに携わる人
材育成のための研修事
業

⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪地
域・伊勢志摩地域・東紀州地
域

三重県

① かかりつけ医認知症対応力向上研修
修了者数：1,123人
② 認知症サポート医養成研修修了者数：
153人
③ 一般病院勤務の医療従事者に対する
認知症対応力向上研修修了者数：4,150
人
④ 看護職員認知症対応力向上研修修了
者数：260人
⑤ 歯科医師認知症対応力向上研修修了
者数：276人
⑥ 薬剤師認知症対応力向上研修修了者
数：498人
⑦ 認知症介護実践者研修：4,386人
⑧ 認知症介護実践リーダー研修：731人
⑨ 認知症介護指導者養成研修：43人
＊新オレンジプランをベースにした三重県
の修了者数（令和2年度末・累計）

　令和２年度は、以下のとおりであった。
① 新型コロナウイルス感染症感染防止の観点から、
かかりつけ医認知症対応力向上研修は中止となっ
た。修了者数は719名のままである。
② 認知症サポート医養成研修を4名が受講し、修了
者数は215名となった。
③ 認知症サポート医フォローアップ研修を77名が受
講し、修了者数は527名となった。
④ 病院勤務の医療従事者向け認知症対応力向上研
修を125名が受講し、修了者数788名となった。
看護職員認知症対応力向上研修を41名が受講し、修
了者数329名となった。
⑤ 歯科医師認知症対応力向上研修は1回実施し、40
名受講した。
⑥ 薬剤師認知症対応力向上研修は1回実施し、112
名受講した。
⑦ 認知症初期集中支援チーム研修を13名が受講
⑧ 新型コロナウイルス感染症感染防止の観点から、
認知症地域支援推進員研修は中止となった。
⑨ 認知症対応型サービス事業管理者研修を2回実施
し、66名が受講した。
⑩ 認知症対応型サービス事業開設者研修を1回実施
し、6名が受講した。
⑪ 小規模多機能型サービス等計画作成担当者研修
を1回実施し、受講者数を25名が受講した。
⑫ 認知症介護指導者フォローアップ研修の受講者は
1名であった。
⑬ 認知症介護研修カリキュラム検討会を年1回実施
した。

△

新型コロナウイルス感染症感
染防止の観点から、事業の達
成状況にある①⑧の研修は
中止となった。
また、研修の周知時期や周知
の対象範囲、開催場所や開
催時期などを委託先と検討し
ていく必要がある。

長寿介護
課

長寿介護
課

40 認知症サポーター活動
促進事業 ⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪地
域・伊勢志摩地域・東紀州地
域

三重県
県内10市町にオレンジ・チューターの派遣
を行う。

新型コロナウィルス感染症の影響から、市町における
チームオレンジ構築に向けた取組が中止しており、オ
レンジ・チューターの派遣は実施できなかった。

×

新型コロナウィルス感染症の
影響から、市町におけるチー
ムオレンジ構築に向けた取組
が中止しており、オレンジ・
チューターの派遣は実施でき
なかった。

長寿介護
課

長寿介護
課
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41 地域包括ケアシステム
構築人材養成研修 ⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪地
域・伊勢志摩地域・東紀州地
域

県内の職能
団体 研修２回開催し、受講者を１００名とする。

　令和２年度は、以下のとおりであった。
① 研修会を７回開催し、受講者数は延べ237名であっ
た。
② 研修会を１回実施し、受講者数は延べ34名であっ
た。

○ 長寿介護
課

長寿介護
課

42 地域資源コーディネート
機能強化事業 ⑤ 名張市

三重県（名張
市に委託）

社会的処方の研修受講者（リンクワー
カーの養成）：50名

社会的処方の研修受講者（リンクワーカーの養成）：
137名、15市町(うち名張市75名、名張市街62名） 〇 長寿介護

課
長寿介護
課

43

地域包括支援センター
機能強化推進事業（ﾘﾊ
ﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ情報ｾﾝﾀｰ事
業）

⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪地
域・伊勢志摩地域・東紀州地
域

県内の職能
団体

地域ケア会議や総合事業へリハビリ専門
職の参加する市町　15市町 未実施 - 長寿介護

課
長寿介護
課

44
地域包括ケアの深化と
地域共生社会構築推
進研修

⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪地
域・伊勢志摩地域・東紀州地
域

三重県社会
福祉協議会

研修を２回実施し、各回６０名の受講とす
る。 新型コロナウイルス感染症のため、中止 ×

新型コロナウイルス感染症の
影響により、開催できなかっ
た。感染症防止対策に留意
し、オンラインなどの活用も進
めていきたい。

長寿介護
課

長寿介護
課

45
看護職の相談支援力
強化による生活コー
ディネーター育成事業

⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪地
域・伊勢志摩地域・東紀州地
域

県内の職能
団体

看護職の相談支援研修会：９地区で年1
回,参加者20人×９か所＝180人
研修会内容：相談面接、慢性疾患の予
防、紹介できる社会資源内容など

看護職の相談支援研修会：８地区５回、３５人 ×

新型コロナウイルス感染症の
影響により、開催回数、受講
者数も減少を強いられた。感
染症防止対策に留意し、オン
ラインなどの活用も進めてい
きたい。

長寿介護 長寿介護

46 権利擁護人材育成事
業 ⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪地
域・伊勢志摩地域・東紀州地
域

県内の職能
団体
県内の市町
（市社会福祉
協議会に委
託）

研修を６回開催し、受講者を220名とす
る。 研修を3回開催し、受講者は49名であった ×

新型コロナウイルス感染症の
影響により、開催回数、受講
者数も減少を強いられた。感
染症防止対策に留意し、オン
ラインなどの活用も進めてい
きたい。

長寿介護 長寿介護

47

リハビリテーション専門
職を対象とした人材育
成研修（地域の在宅療
養者の摂食・嚥下研
修）

⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪地
域・伊勢志摩地域・東紀州地
域

県内の職能
団体

研修を１回開催し、受講者数を60名とす
る。

指標：研修参加者　47名 △

新型コロナウィルス感染症の
影響でオンラインによる実施
としたが、参加環境や広報手
段の未整備等により目標まで
至らなかった。今後は周知手
段の確保を含め、リハビリ
テーション専門職の摂食嚥下
領域のスキルアップのため引
き続き実施する。

長寿介護
課

長寿介護
課
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48
三重県リハビリテーショ
ン情報センター人材育
成研修事業

⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪地
域・伊勢志摩地域・東紀州地
域

県内の職能
団体

地域ケア会議推進リーダー育成　50名
介護予防推進リーダー育成　50名

フレイル総合研修受講オンライン実施（ＬIVE配信、録
画配信2回開催）参加者：198名 〇 長寿介護

課
長寿介護
課

49 プリセプター・エルダー
研修 ⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪地
域・伊勢志摩地域・東紀州地
域

県内の職能
団体

三重県内介護事業所、施設介護職員対
象　1回開催　3日間
受講人数50名

新型コロナウイルス感染症の影響を受け中止。 －
令和２年度は中止したが、事
業に対するニーズがあるため
引き続き実施する。

長寿介護
課

長寿介護
課

50 介護ロボット導入支援
事業 ⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪地
域・伊勢志摩地域・東紀州地
域

県内の介護
事業所等

介護ロボットを活用した業務の効率化等
を検証するとともに、団体、他の施設及び
事業所の研修等において普及啓発を図
る。

33事業所に対して、計374台の介護ロボットの導入支
援を行った。 △

介護職場の負担軽減のた
め、必要な事業であることか
ら引き続き実施。

長寿介護
課

長寿介護
課

51 ICT導入支援事業 ⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪地
域・伊勢志摩地域・東紀州地
域

県内の介護
事業所等 導入支援を３０事業所に行う。 71事業所に対して導入支援を行った。 〇 長寿介護

課
長寿介護
課

52
管理者等に対する雇用
管理改善方策普及・促
進事業

⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪地
域・伊勢志摩地域・東紀州地
域

県内の事業
者団体、介護
事業所等

セミナーを6回開催し、参加者を240名とす
る。

管理者に対する研修会を3回開催し、43名が受講し
た。 ×

新型コロナウイルス感染症の
影響により、開催回数、受講
者数も減少を強いられた。感
染症防止対策に留意しながら
実施していきたい。

医療介護
人材課

医療介護
人材課

53 労務・雇用管理に関す
る訪問相談事業 ⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪地
域・伊勢志摩地域・東紀州地
域

県内の事業
者団体、介護
事業所等

専門家による訪問相談を11事業所に行
う。 専門家による訪問相談を24事業所に行った。 〇 医療介護

人材課
医療介護
人材課

54 働きやすい介護職場応
援制度構築事業 ⑤

桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪地
域・伊勢志摩地域・東紀州地
域

三重県 実行宣言を１５事業所で実施。 ２２事業所が取組宣言を行った。 〇 医療介護
人材課

医療介護
人材課


